桐原書店『探求 言語文化』（言文717）　評価規準案
	科目
	単位数
	学年
	使用教科書

	言語文化

	2単位

	1学年

	『探求 言語文化』（桐原書店）



１．学習の到達目標
	言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができる　　ようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや　　考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての　　自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。



２．評価の観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。

	「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

	言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。



３．使用副教材
	『「探求 言語文化」準拠　予習復習ノート』



《古文編》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	古文
入門

	古典と文化・古文と古語／児のそら寝

（p.8～p.12）


	２


	・古文を学習する意義を理解し、古文や古文に描かれた世界に関心を持つ。

・古語と現代語の違いを理解する。

・句読点に注意しながら、正しく音読する。

・歴史的仮名遣いを理解する。

・傍訳と脚注を参考にしながら、本文の内容を正しく理解する。

・児の心情を的確に読み取り、この話のおもしろさを理解する。
	知歴史的仮名遣いを理解したうえで、本文を正しく音読している。

知古語辞典の使い方を理解している。

知重要古語の意味を理解している。


	読傍訳と脚注を参照しながら、僧たちの一連の行動、児の心理の推移などの内容を理解している。

読「児のそら寝」の話のおもしろさについて考え、自分の意見を述べている。

読翻案の手順に従って、「児のそら寝」に基づいた物語を工夫して書いている。

読本文の内容に基づいて、児の心情を「心の中のつぶやき」の形式で表現している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主現代語訳に取り組み、説話の内容を理解しようとしている。

主この話のおもしろさについて、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	
	検非違使忠明のこと

（p.16～p.17）


	１


	・句読点に注意しながら、正しく音読する。

・歴史的仮名遣いや、古語と現代語の違いを理解する。

・傍訳と脚注を参考にして、本文の内容を正しく理解する。

・動詞の活用など、古典文法の基礎を理解する。

・話の展開を的確に読み取り、それに即して登場人物の心情をとらえる。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、歴史的仮名遣いに注意しながら正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知動詞の活用などの文法事項を理解している。


	読脚注を参照しながら、登場人物の行動と話の展開を理解している。

読古語の意味を理解し、指示語の指し示す内容および主語を明らかにして、正確に現代語訳している。

読本文の内容に基づいて「京童部ども」の心情について想像し、自分の考えを述べている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主現代語訳に取り組み、説話の内容を理解しようとしている。

主「京童部ども」の心情について、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	
	大江山

（p.18～p.19）


	２


	・正しく音読し、現代語訳ができるようにする。

・形容詞の活用など、古典文法の基礎を理解する。

・和歌の修辞技法を理解する。

・登場人物の関係性を把握する。

・筆者が示している教訓を的確にとらえ、この話のおもしろさを理解する。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、歴史的仮名遣いに注意しながら正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知形容詞の活用などの文法事項を理解している。

知和歌の修辞技法（掛詞）について理解している。

知和泉式部と小式部内侍について文学史的知識を持っている。


	読脚注を参照しながら、話の展開を理解している。

読古語の意味を理解し、主語を明らかにしながら、正確に現代語訳している。

読この話を通して作者が伝えようとしていることを考え、自分の意見を述べている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主脚注を参考にしながら、和歌を含む説話の内容を積極的に理解しようとしている。

主和泉式部、小式部内侍、歌合、局、丹後、返歌について関心を持ち、調べている。

主この話が示している教訓について、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	古文
入門

	花盗人の歌

（p.22～p.23）


	１


	・正しく音読し、現代語訳ができるようにする。

・用言の活用など、古典文法の基礎を理解する。

・和歌の修辞技法を理解する。

・和歌に表現されている登場人物の心情を的確に捉える。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知動詞・形容詞・形容動詞の活用などの文法事項を理解している。

知和歌の修辞技法（掛詞・縁語）について理解している。


	読脚注を参照しながら、話の展開を理解している。

読古語の意味を理解し、掛詞や縁語に注意しながら、正確に現代語訳している。

読隆尊が和歌を通して伝えた内容を正しく理解したうえで、そこに表れている隆尊の考えを読み取り、手紙の形式で表現している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主脚注を参考にしながら、和歌の内容や使われている修辞法、説話の内容を積極的に理解しようとしている。



	
	鷹使いの見た夢

（p.24～p.25）


	１


	・正しく音読し、現代語訳ができるようにする。

・「ば」の用法など、古典文法の基礎を理解する。

・当時の「夢」についての考え方を理解する。

・話の展開をもとに「俗」の心情を想像し、手紙の形式で表現する。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知「ば」の用法などの文法事項を理解している。


	読脚注を参照しながら、話の展開を理解している。

読古語の意味を理解し、主語を明らかにして、正確に現代語訳している。

書本文の内容に基づいて出家した「俗」の心情を想像し、「俗」から雌鳥に対する思いが分かるように工夫を凝らして手紙の形式で表現している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主脚注を参考にしながら、和歌を含む説話の内容を積極的に理解しようとしている。

主昔の人々の「夢」の捉え方を理解し、現代の人々との違いについて積極的に考えている。



	
	古文解析の実際　海賊の感泣（p.30～p.31）


	１


	・正しく音読し、傍訳と語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・古文の内容を理解するための手順や方法を習得する。

・正しい読解を通して主題をつかむ。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、正しく音読している。

知重要古語の意味や文法事項について理解している。

知古文を読解するには、文法・語彙に注意して、登場人物の言動の意味を明らかにし、話の展開を追っていく必要があるということを理解している。


	読傍訳と語注を参照しながら、話の展開を理解している。

読古語の意味を理解し、主語の省略や心内表現に注意して、正確に現代語訳している。

読登場人物の言動を正しく読み取り、海賊と戦うすべのない用光の命を救ったのが音楽の持つ徳の力であったことを理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主現代語にはない語や、現代語とは意味の異なる語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主傍訳と脚注を参考にしながら、説話の内容を積極的に理解しようとしている。

主本教材で学んだ古文の理解のための要点を、他の教材の読解においても生かそうとしている。



	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	随筆と
日記

	徒然草

（p.32～p.39）

［つれづれなるままに］

［ある人、弓射ることを習ふに］

［奥山に猫またといふもの］

［丹波に出雲といふ所あり］

［花は盛りに］


	５


	・正しく音読し、傍訳と語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・助動詞・助動詞など、古典文法の基礎を理解する。

・観念性・抽象性の高い文章の内容を、構成や展開に即して的確に捉える。

・随筆の主題を理解し、時代背景や当時の価値観を読み取る。

・和文体・和漢混淆文体・説話体の文体の違いを理解し、優れた表現を味わう。

・登場人物の行動や心情、または作者の考えなどを的確に捉え、各章段のおもしろさを理解する。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知助動詞「む」「べし」「ず」「き」「けり」「たり」、助詞「ばや」「で」「かな」「もがな」について、基本的な意味・用法を理解している。

知係り結びや反語表現などの文法事項を理解している。

知兼好法師と「徒然草」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読係り結びや反語表現などに現れている作者の思想や感情を、的確に読み取っている。

読［つれづれなるままに］本文に表れている作者の心境について考え、自分の意見を述べている。

読［ある人、弓射ることを習ふに］「弓射ることを習ふ」ことと「道を学する」ことを対応させて理解し、作者の考えを的確に捉えている。

読［奥山に猫またといふもの］法師の心情と、本文の構成により生み出されているおもしろさについて理解している。

読［丹波に出雲といふ所あり］聖海上人の描写に基づき、作者の上人に対する考えを的確に捉えている。

読［花は盛りに］本文の表現に即して、作者の美意識を理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主周りの意見に耳を傾けながら、積極的に話し合っている。

主当時の思想背景としての「無常観」について調べ、理解しようとしている。

主兼好法師と「徒然草」について、文学史的事項を調べたり発表したりしている。



	
	比較で深める

兼好法師が詞のあげつらひ

（p.40）


	  １


	・正しく音読し、傍訳と語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・徒然草「花は盛りに」と比較して読み、本居宣長の主張を読み取る。

・日本の古典文学と桜との深い関わりについて理解する。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、全文を正しく音読している。

知重要古語の意味や文法事項について理解している。

知本居宣長と「玉勝間」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「花は盛りに」と比較して読み、本居宣長の主張を的確に捉える。

読兼好法師と本居宣長の考えについてどのように思うか、自分の意見をまとめている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主本居宣長と「玉勝間」について、文学史的事項を調べたり発表したりしている。

主桜を描いた古典作品について、調べ　たり読んだりしている。



	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	随筆と
日記

	枕草子

（p.42～p.47）

［春はあけぼの］

［ありがたきもの］

［九月ばかり］


	３


	・古文の調子を味わいながら、的確に朗読したり、暗唱したりする。

・語注を参考に、現代語訳ができるようにする。

・助詞・助動詞など、古典文法の基礎を理解する。

・随筆の内容を理解して、自然や人との関わりに対する作者の感情や思想を読み取る。

・本文の表現上の特徴を捉え、それに倣って自分の考えを表現する。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知助詞「の」、助動詞「つ」「ぬ」について、基本的な意味・用法を理解している。

知清少納言と「枕草子」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読随想的章段と類聚的章段の特色を理解し、内容を正確に読み取っている。

読［春はあけぼの］作者の捉えた季節の美について理解したうえで、自分の考えを述べている。

書［ありがたきもの］作者の「ありがたきもの」の共通点を理解したうえで、現代の視点から新たな「ありがたきもの」を書いている。

読［九月ばかり］情景を読み取り、そこに表れている作者の意識を理解している。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主清少納言や「枕草子」の内容・構成の特色などを調べたり発表したりしている。

主各自で書いた「ありがたきもの」を互いに読み合い、表現の工夫を学ぼうとしている。



	
	土佐日記

（p.48～p.55）

［門出］

［かしらの雪］

［帰京］


	３


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・助動詞・助詞を中心に文法事項への理解を深め、古文の内容を正確に把握する力を養う。

・古典常識についての理解を深める。

・本文の表現上の工夫を理解し、それに倣った表現を用いて文章を書く。

・日記に描かれた平安時代の旅の様子や登場する人々の心情を理解する。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知助動詞「る」「り」「まし」、「なり」「ぬ」「せ」の識別、呼応の副詞などについて、基本的な文法事項を理解している。

知月の異名、時刻の表し方、門出や方違への習慣など、古典常識について理解している。

知紀貫之と「土佐日記」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読諧謔・朧化・対比などの表現に注意しながら、内容を正確に読み取っている。

書［門出］旅立ちにあたっての事の次第や女性仮託の理由を理解したうえで、その特色を活かした表現で自分の身の回りの出来事を書いている。

読［かしらの雪］舟唄と和歌に込められた心情を的確に捉えている。

読［帰京］帰京による喜びと落胆の交錯、亡児への愛惜を的確に捉えている。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主紀貫之と「土佐日記」について、文学史的事項を調べたり発表したりしている。

主古典に関する知識について関心を持って調べ、本文に表現された世界を深く理解しようとしている。



	物語と
軍記
単元名

	竹取物語

（p.58～p.64）

［なよ竹のかぐや姫］

［かぐや姫の嘆き］


	４


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・助動詞や音便など文法事項への理解を深め、古文の内容を正確に把握する力を養う。

・各場面の描写から、具体的な情景や登場人物の心情を読み取る。

・敬語の学習への導入的知識を身につける。

・作り物語の構成や展開のおもしろさを味わう。

・物語における語りの構造や文体の特徴を理解する。
	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知音便について理解している。

知助動詞「むず」について基本的な意味・用法を理解している。

知「竹取物語」について、文学史的知識を身につけている。

知尊敬表現・丁寧表現・謙譲表現などの敬語の導入的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読かぐや姫との出会いや成長の様子、その後の翁の生活の変化を、描写に注目しながら的確に読み取っている。

読［なよ竹のかぐや姫］作り物語の系統についての参考資料を読み、概要を理解している。

読［かぐや姫の嘆き］物語の展開に即したかぐや姫の描写の変化を的確に捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主「竹取物語」のその後の展開に関心を持ち、調べたり読んだりしている。

主作り物語の系統を引く作品に関心を持ち、調べたり読んだりしている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	物語と
軍記

	伊勢物語

（p.65～p.79）

［芥川］

［東下り］

［筒井筒］

［梓弓］

［小野の雪］


	７


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・助詞や助動詞など文法事項への理解を深め、古文の内容を正確に把握する力を養う。

・敬語表現の概要について理解する。・和歌の修辞技法への理解を深める。

・歌物語における和歌の役割を理解する。

・本文の展開や和歌の解釈に留意して内容を理解し、当時の社会のありさまや登場人物の心情を捉える。

・登場人物の行動やその背景にある心情について、自分の考えを発表したり文章で表現したりできるようにする。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知助動詞「らむ」、助詞「さへ」「こそ」「ものを」「して」「だに」「てしがな」、「なむ」「し」「に」の識別、呼応の副詞などについて、基本的な文法事項を理解している。

知敬語表現の概要を理解している。

知歌物語における和歌の役割を理解している。

知和歌の修辞技法（序詞・掛詞・縁語・折り句）を理解している。

知「伊勢物語」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読登場人物の関係や物語の展開に注意し、内容を正確に読み取っている。

読［芥川］「男」の心理の推移の描写を丁寧にたどり、その心情を口語自由詩の形式で表現している。

読［東下り］「男」の心理の推移を旅の進行に対応させて理解し、その心情を工夫しながら日記として表現している。

読［筒井筒］段落ごとに「男」「女」「河内の女」の様子や心情を読み取り、人物描写の違いについて考えを述べている。

読［梓弓］「女」の行動から心情を的確に読み取り、その心情に寄り添った言葉を手紙の形式で表現している。

読［小野の雪］前半と後半の対比を把握したうえで、登場人物の関係を理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主周りの意見に耳を傾けながら、積極的に話し合っている。

主「伊勢物語」全体の構成・内容について関心を持ち、調べている。

主歌物語の系統を引く作品に関心を持ち、調べたり読んだりしている。



	
	平家物語

（p.80～p.89）

［祇園精舎］

［木曽の最期］


	４


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・係り結び、音便、敬語など文法事項への理解を深め、古文の内容を正確に把握する力を養う。

・生き生きと音読し、語り物としての作品の魅力を味わう。

・軍記物語の表現上の特色を理解し、優れた表現に親しむ。

・物語の内容を理解し、登場人物の行動や心情を読み取る。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知係り結びについて理解している。

知音便について理解している。

知敬語表現の種類や用法について理解している。

知「平家物語」について、文学史的知識を身につけている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読文体の特徴を理解しながら、生き生きと音読している。

読全体の構成や展開に注意し、内容を正確に読み取っている。

読［祇園精舎］冒頭の文章に表れている思想を理解し、作者の意図を的確に読み取っている。

読［木曽の最期］登場人物の心情を話の展開に即して的確に読み取り、木曽義仲と巴の結びつき、義仲と今井四郎の結びつきとを、比較・対照しながら理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主源平の合戦をめぐる時代状況について関心を持ち、調べている。

主武士の装束、武具と戦のありさまなどについて関心を持ち、調べている。



	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	和歌と
俳諧
単元名

	万葉集

（p.92～p.94，p.99）


	３


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・重要語句や文法事項に注意しながら和歌の内容を把握し、和歌の中に率直に表現されている作者の心情を理解する。

・「万葉集」の歌体、作者の幅、修辞技法の特徴について理解する。

・著名歌人の文学史的な位置付けを理解する。

・和歌の優れた表現に親しむ。


	知各歌を句切れに注意して正しく音読している。

知枕詞・序詞について理解している。

知上代特有の表現や文法事項について理解している。

知東歌・防人の歌など「万葉集」特有のジャンルについて理解している。

知「万葉集」の主要な歌人について、文学史的知識を持っている。


	読脚注を参照しながら、和歌を正確に現代語訳している。

読和歌に詠み込まれた作者の心情を的確に読み取っている。

読和歌に詠まれた情景を読み味わっている。

読長歌と反歌の内容や構成を展開に即して理解している。

読心情を率直に表現した「万葉集」の歌風を作品に即して理解している。


	主句切れに注意しながら、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主歌人の略歴や作風・代表歌などについて、調べたり発表したりしている。



	
	古今和歌集

（p.95～p.96，p.99）


	２


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・重要語句や文法事項に注意しながら知的な「古今和歌集」の和歌の内容を把握し、読み込まれた心情を理解する。

・和歌の修辞技法について理解を深める。

・和歌の優れた表現に親しみ、古人の季節に対する繊細な感覚を理解する。

・著名歌人や勅撰和歌集についての文学史的知識を持つ。


	知各歌を句切れに注意して正しく音読している。

知掛詞について理解している。

知「古今和歌集」の主要な歌人について、文学史的知識を持っている。


	読脚注を参照しながら、和歌を正確に現代語訳している。

読和歌に詠み込まれた作者の心情を的確に読み取っている。

読和歌に詠まれた情景を読み味わっている。

読知的で優美な「古今和歌集」の歌風を作品に即して理解している。

読和歌に詠まれた古人の季節に対する繊細な感覚を理解している。

読「古今和歌集」と「新古今和歌集」の間に作られた勅撰和歌集について、解説や評論などを読んで調べ、学んだことをまとめたり発表したりしている。


	主句切れに注意しながら、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主歌人の略歴や作風・代表歌、勅撰和歌集の歴史などについて、積極的に調べたり発表したりしている。



	
	新古今和歌集

（p.97～p.99）


	２


	・正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・重要語句や文法事項に注意しながら幽艶な「新古今和歌集」の和歌の内容を把握し、読み込まれた心情を理解する。

・和歌の修辞技法について理解を深める。

・和歌の優れた表現に親しむ。

・著名歌人や勅撰和歌集についての文学史的知識を持つ。


	知各歌を句切れに注意して正しく音読している。

知本歌取り・体言止め・縁語について理解している。

知「新古今和歌集」の主要な歌人について、文学史的知識を持っている。


	読脚注を参照しながら、和歌を正確に現代語訳している。

読和歌に詠み込まれた作者の心情を的確に読み取っている。

読和歌に詠まれた情景を読み味わっている。

読幽艶で象徴的な表現に特色がある「新古今和歌集」の歌風を作品に即して理解している。

読「古今和歌集」と「新古今和歌集」の間に作られた勅撰和歌集について、解説や評論などを読んで調べ、学んだことをまとめたり発表したりしている。
	主句切れに注意しながら、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主歌人の略歴や作風・代表歌、勅撰和歌集の歴史などについて、積極的に調べたり発表したりしている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	和歌と
俳諧

	奥の細道

（p.102～p.109）

［旅こそ栖］

［那須野の少女］

［平泉懐古］


	３


	・正しく音読し、対句や漢語の使用によって生じる文の調子を味わう。

・俳文における俳諧の役割を理解する。

・俳諧の優れた表現に親しむ。

・俳諧の修辞技法を理解する。

・俳諧紀行文に描かれた旅の情景や作者の心情を読み味わう。

・人生を旅と見る芭蕉の人生観に触れ、ものの見方・感じ方を深める。

・表現上の工夫を理解し、それに倣いながら、身近な事柄を文章や俳句で表現する。


	知全文を正しく音読し、対句や漢語の使用によって生じる文の調子を味わっている。

知重要古語の意味を理解している。

知本文中の助動詞と助詞について、基本的な意味・用法を理解している。

知俳諧の修辞技法を理解している。

知芭蕉と「奥の細道」について、文学史的知識を持っている。


	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読展開に留意し、芭蕉の行動と心情を的確に読み取っている。

読作者の感動が俳諧に集約される俳文の特色を理解したうえで、各句を鑑賞している。

読［旅こそ栖］芭蕉の旅立ちと旅の終わりにおける芭蕉の心情の表現を理解している。

読［那須野の少女］「草刈る男」とのやり取りの内容を理解し、「かさねとは」の句に表現された芭蕉の思いを的確に読み取っている。

書［平泉懐古］俳諧紀行文における表現上の特徴を捉え、それに倣って、自身の思い出に残る風景を文章や俳句で表現している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主芭蕉と「奥の細道」について、文学史的事項を調べたり発表したりしている。

主人生を旅と見る芭蕉の人生観を理解しようとしている。



	翻案
―中国の古典から日本の古典へ―

	簫史と弄玉

（p.112～p.113）


	２


	・漢文をもとに翻案された古文作品を読んで、もとの漢文作品との共通点や相違点を捉える。

・翻案作品が書かれた時代の背景などを踏まえ、翻案作品に込められた作者の意図や工夫を発見する。

・この話において「月」が果たしている役割を理解する。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知中国の古典を翻案した日本の古典作品について、文学史的知識を持っている。


	読「唐物語」について、脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「列仙伝」について、脚注を参照しながら、話の展開を理解している。

読「唐物語」において、「月」が日本的な情趣美の象徴として用いられているとともに、時間の推移を感じさせる働きをしていることを理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主「唐物語」の成立した時代の日本で文学がどのように享受されていたかについて、調べている。



	
	怪を語れば怪至る

（p.114～p.116）


	２


	・漢文をもとに翻案された古文作品を読んで、もとの漢文作品との共通点や相違点を捉える。

・翻案作品が書かれた時代の背景などを踏まえ、翻案作品に込められた作者の意図や工夫を発見する。

・この話の最後の一文から読み取れる「伽婢子」の編集意図を理解する。


	知全文を正しく音読している。

知重要古語の意味を理解している。

知中国の古典を翻案した日本の古典作品について、文学史的知識を持っている。


	読「伽婢子」について、脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「龍城録」について、脚注を参照しながら、話の展開を理解している。

読「伽婢子」において、百物語という日本の怪談会に場面が設定されていることを理解している。

読「伽婢子」という作品自体、百の物語を語り終えると怪異が起きるという百物語の形式を意識して編集されており、怪異が起きるのを避けるために百話にしないで作品を終えるという意図で作られていることを理解している。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を古語辞典を用いて調べている。

主「伽婢子」の成立した時代の日本で文学がどのように享受されていたかについて、調べている。

主中国の古典を翻案した日本の古典作品について、調べたり読んだりしている。




《漢文編》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	漢文
入門
単元名

	漢文を学習するということ／漢文の基礎

（p.126～p.135）


	３


	・漢文を学習する意義を認識する。

・漢文の構造と訓読の方法について理解する。

・漢語の構造に日本文と語順が同じものと語順が異なるものとがあることを理解する。

・漢文訓読によって出来上がる「漢文脈」について認識する」

・頻出する漢文の基本構造について理解する。


	知「漢文」とは何かを理解している。

知日常生活で使う漢語について、その構造を理解している。

知漢和辞典の使い方を理解している。

知送り仮名の原則や主な返り点の決まりについて理解している。

知書き下し文の決まりや置き字について理解している。

知主な再読文字の読みと意味について理解している。

知主な返読文字について理解している。

知漢文特有の構造について理解している。


	読書き下し文を参照しながら、漢文を正しく音読している。

書訓点に従い、置き字や再読文字、返読文字の用法に注意しながら、漢文を正しく書き下し文に改めている。

読置き字や再読文字、返読文字の用法に注意しながら、漢文を現代語訳している。


	主範読を聞き、書き下し文を参考にして、積極的に音読している。

主日常使う漢語、格言、成句の意味を漢和辞典で調べ、その由来を調べている。

主返り点や書き下し文の決まりに則って、漢文を書き下し文に改める練習を繰り返し行っている。



	
	推敲

（p.136～p.137）


	１


	・音読を繰り返して訓読に慣れる。

・「推敲」という言葉の意味と由来を理解する。

・登場人物や時代背景に注意しながら内容を理解する。


	知漢文に特有の語や、否定形の句形について、その読みと意味を理解している。

知話の背景にある科挙制度の概要や当時の詩の役割を理解している。

知「推敲」という言葉の意味と由来を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読場面と登場人物の言動をを整理しながら韓愈の心情を想像し、自分の考えを述べている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主「推敲」という言葉の意味と由来を漢和辞典を用いて調べている。

主韓愈の心情について、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	
	漁父之利

（p.138～p.139）


	１


	・音読を繰り返して訓読に慣れる。

・「漁父の利」という言葉の意味と由来を理解する。

・登場人物や時代背景に注意しながら内容を理解する。


	知漢文に特有の語や、音便化した仮定形について、その読みと意味を理解している。

知話の背景として、戦国時代の状況や遊説家の役割を理解している。

知「漁父の利」という言葉の意味と由来を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読登場人物と状況を整理したうえで、蘇代の心情を的確に捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主「漁父の利」という言葉の意味と由来を漢和辞典を用いて調べている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	漢文
入門
単元名

	知音

（p.140～p.141）


	１


	・音読を繰り返して訓読に慣れる。

・登場人物の関係や比喩表現に注意しながら内容を理解する。

・「知音」という言葉の意味と由来を理解する。

・「知音」の例話にこめられた作者の考えを理解する。


	知漢文に特有の語や、詠嘆形・比況形・否定形の句形について、その読みと意味を理解している。

知「知音」という言葉の意味と由来を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「志在太山」「志在流水」「終身不復鼓琴」の理由を理解している。

読作者がこの例話を通して述べようとしたことが何であるか、自分の考えを述べている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主「知音」という言葉の意味と由来を漢和辞典を用いて調べている。

主周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	
	朝三暮四

（p.142～p.143）


	１


	・音読を繰り返して訓読に慣れる。

・展開に注意しながら内容を理解する。

・「朝三暮四」という言葉の意味と由来を理解する。


	知漢文に特有の語や、疑問形の基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知「朝三暮四」という言葉の意味と由来を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「芧」の分配のしかたによって「衆狙」が怒ったり喜んだりした理由を理解している。

読「狙公」と「衆狙」のどちらの側から見るかによって、「朝三暮四」の意味合いが異なってくることを的確に捉えている。またそれぞれの場合の意味を、複数の辞書を用いて調べている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主「朝三暮四」という言葉の意味と由来について積極的に調べている。



	
	塞翁馬

（p.144～p.146）


	２


	・音読を繰り返して訓読に慣れる。

・話の構成を理解し、事件の経過を正確に読み取る。

・指示語を具体化しながらわかりやすく現代語訳する。

・故事成語への理解を深める。

・登場人物の考え方を理解し、その考え方を現代の世界においてどのように生かすことができるか、具体的に述べることができる。


	知漢文に特有の語や、反語形・否定形の句形について、その読みと意味を理解している。また、漢文に特有の構文について理解している。

知「塞翁が馬」「蛇足」「登竜門」「画竜点睛」「杞憂」という言葉の意味と由来を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読塞翁の身に起きた出来事と、塞翁が禍福において動じなかった理由を的確に捉えている。

書塞翁の考え方を的確に理解し、その考え方を現代の世界においてどのように生かすことができるか、具体例を挙げながら文章にまとめている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主「塞翁が馬」「蛇足」「登竜門」「画竜点睛」「杞憂」の意味と由来を漢和辞典で調べ、故事成語への理解を深めている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	漢文
入門

	漢文解析の実際　性緩

（p.148～p.149）


	１


	・正しく音読し、傍訳と語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・漢文を読解するのに必要な項目を確認する。

・登場人物の関係に注意しながら内容を理解する。


	知言葉のまとまりを的確に押さえて、正しく音読している。

知句形や構文について理解している。

知漢文を読解するには、句形・構文に注意して、登場人物の言動の意味を明らかにし、話の展開を追っていく必要がある、ということを理解している。


	読傍訳と語注を参照しながら、登場人物の言動を理解している。

読句形や構文、主語の省略や心内表現に注意して、正確に現代語訳している。

読登場人物のかみ合わないやりとりを把握し、「性緩」の滑稽さを理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主中国の笑話集に関心を持ち、調べている。

主本教材で学んだ漢文の理解のための要点を、他の教材の読解においても生かそうとしている。



	史伝
単元名

	鶏口牛後

（p.150～p.151）


	１


	・音読を繰り返して長文の漢文に慣れる。

・登場人物の行動に注意しながら内容を正確に読み取り、人間を生き生きと描いた史伝の魅力を味わう。

・「鶏口牛後」という言葉の意味と由来を理解する。

・舞台となる春秋時代について理解を深め、史伝に描かれた古代中国の人々の生き方について考察する。


	知漢文に特有の語や、使役形・比較形・選択形の句形について、その読みと意味を理解している。

知「鶏口牛後」という言葉の意味と由来を理解している。

知春秋時代の状況について概要を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「寧為鶏口、無為牛後」の比喩が表す内容を的確に捉えている。

読遊説家蘇秦の行動と弁舌に注意して内容を読み取り、合従策について理解している。

読「合従」に関連する語「連衡」について書かれた解説などを読み、理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主本文中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主戦国時代の国家間の関係や、合従策に対する連衡策について調べている。



	
	鶏鳴狗盗

（p.152～p.154）


	２


	・音読を繰り返して長文の漢文に慣れる。

・登場人物の行動に注意しながら内容を正確に読み取り、人間を生き生きと描いた史伝の魅力を味わう。

・「鶏鳴狗盗」という言葉の意味と由来を理解する。

・漢文の史伝と日本の古典文学との関連について理解を深める。

・舞台となる春秋時代について理解を深め、史伝に描かれた古代中国の人々の生き方について考察する。


	知漢文に特有の語や、受身形・使役形・願望形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知「鶏鳴狗盗」という言葉の意味と由来を理解している。

知春秋時代の状況について概要を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読冒頭部分から人物関係と孟嘗君の名声の内容を読み取っている。

読孟嘗君が窮地に陥った経緯と、窮地から抜け出す際の「食客」たちの働きを的確に捉えている。

読孟嘗君が多くの「食客」を養っていた理由について、時代背景を踏まえて理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主本文中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主「鶏鳴狗盗」に関連する和歌を「小倉百人一首」の中から探し、その関わりを積極的に考えている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	史伝

	管鮑之交

（p.156～p.158）


	２


	・音読を繰り返して長文の漢文に慣れる。

・登場人物の行動と発言に注意しながら内容を読み取り、人間を生き生きと描いた史伝の魅力を味わう。

・「管鮑の交わり」という言葉の意味と由来を理解する。

・舞台となる春秋時代について理解を深め、史伝に描かれた古代中国の人々の生き方について考察する。
	知漢文に特有の語や受身形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。また、漢文に特有の構文について理解している。

知「管鮑の交わり」という言葉の意味と由来を理解している。

知春秋時代の状況について概要を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読主要な登場人物を整理し、桓公が管仲を登用したことの意味について理解している。

読管仲に対する鮑叔の態度と、管仲の鮑叔への思いを的確に捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主本文中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主「史記」の内容や構成に関心を持ち、調べている。



	
	臥薪嘗胆

（p.159～p.161）


	２


	・音読を繰り返して長文の漢文に慣れる。

・人間や人間関係を生き生きと描いた史伝の魅力を味わう。

・「臥薪嘗胆」という言葉の意味と由来を理解する。

・史伝の舞台となる春秋時代の状況について理解を深め、史伝に描かれた古代中国の人々の生き方について考察する。


	知漢文に特有の語や願望形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。また、漢文に特有の構文について理解している。

知「臥薪嘗胆」という言葉の意味と由来を理解している。

知春秋時代の状況について概要を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読登場人物を呉側と越側に分けて整理している。

読夫差が子胥に死を命じた事情・子胥の遺言の意味・夫差の心理の変化を捉えている。
読夫差の「臥薪」の意図と勾践の「嘗胆」の意図を理解し、夫差が滅び、勾践が残った理由について自分の考えを述べている。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主本文中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主「呉越同舟」という言葉を手がかりにして、教材への関心を高めている。

主周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。



	詩文
単元名

	五言絶句／七言絶句

（p.162～p.167）

［絶句］

［登鸛鵲楼］

［早発白帝城］

［送元二使安西］

［楓橋夜泊］

［涼州詞］


	２


	・絶句を音読し、それぞれの詩のリズムを味わう。

・漢詩の簡潔な表現に込められた内容や情感を理解する。

・絶句の表現形式について理解する。

・杜甫、李白、王維など主要な詩人について、文学史的知識を持つ。


	知絶句の形式を理解している。

知各詩の詩形・押韻・対句などを正確に理解している。

知漢文に特有な語や基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知各詩に登場する地名について、その位置関係を理解している。

知作者の生涯について文学史的な知識を持っている。


	読漢詩のリズムを意識しながら、正確に音読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読［絶句］異境の地にある作者の望郷の思いを読み取っている。

読［登鸛鵲楼］前半（叙景）と後半（叙情）の対照的な構成を的確に捉えている。

読［早発白帝城］作品全体の躍動感の背後にある心情を的確に捉えている。

読［送元二使安西］旅立つ友人に対する惜別の情を的確に捉えている。

読［楓橋夜泊］第四句に込められた、旅愁を募らせていく心情を的確に捉えている。

読［涼州詞］西域の事物が異国情緒を醸し出し、兵士たちの望郷の念を浮かび上がらせていることを理解している。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主押韻・対句、語句の意味などを漢和辞典を活用して調べている。

主詩中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主作者の生涯について調べ、詩の内容への理解を深めようとしている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	詩文
単元名

	五言律詩／七言律詩

（p.168～p.170）

［登岳陽楼］

［送友人］

［八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九］


	２


	・律詩を音読し、それぞれの詩のリズムを味わう。

・漢詩の簡潔な表現に込められた内容や情感を理解する。

・律詩の表現形式について理解する。

・杜甫、李白について、文学史的知識を持つ。

・白居易の文学が日本の古典文学に与えた影響について理解する。


	知律詩の形式を理解している。

知各詩の詩形・押韻を正確に理解している。

知それぞれの詩の対句表現について、何と何が対照されているか、正確に理解している。

知漢文に特有な語について、その読みと意味を理解している。

知各詩に登場する地名について、その位置関係を理解している。

知作者の生涯について文学史的な知識を持っている。


	読漢詩のリズムを意識しながら、正確に音読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読［登岳陽楼］前半（叙景）と後半（叙情）の対照的な構成を的確に捉えている。

読［送友人］はるか遠方へ旅立つ友人を送る惜別の情を的確に捉えている。

読［八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九］左遷された親友の健康を気遣う気持ちを的確に捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主押韻・対句、語句の意味などを漢和辞典を活用して調べている。

主詩中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主作者の生涯について調べ、詩の内容への理解を深めようとしている。

主「源氏物語」など、「八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九」の詩句を引用した日本の文学作品について調べている。



	
	比較で深める

聞白楽天左降江州司馬

（p.171）


	１


	・絶句を音読し、詩のリズムを味わう。

・漢詩の簡潔な表現に込められた内容や情感を理解する。

・絶句の表現形式について理解する。

・「八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九」と比較して読み、白居易と元稹が置かれた状況をそれぞれ理解し、互いを思いやる心情を理解する。


	知絶句の形式を理解している。

知漢文に特有な語について、その読みと意味を理解している。

知詩に登場する地名について、その位置関係を理解している。

知元稹の生涯について文学史的な知識を持っている。


	読漢詩のリズムを意識しながら、正確に音読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読「八月十五日夜、禁中独直、対月憶元九」と比較し、白居易と元稹の境遇の違いを踏まえながら、それぞれの心情を捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主押韻や語句の意味などを漢和辞典を活用して調べている。

主詩中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主元稹の生涯について調べ、詩の内容への理解を深めようとしている。



	
	古典の魅力―現代からの視点

友情　松浦友久

（p.172～p.177）


	２


	・現代からの視点で漢詩を捉える。

・話題の展開を把握し、筆者の主要な見解をつかむ。

・中国の社会と人間関係の中で漢詩が果たした役割を理解する。

・漢詩の主題としての友情について理解する。


	知各詩の詩形・押韻を正確に理解している。

知それぞれの詩の対句表現について、何と何が対照されているか、正確に理解している。

知各詩に登場する地名について、その位置関係を理解している。

知各詩の作者の生涯について文学史的な知識を持っている。


	読本文の展開と構成に注意しながら、筆者の主要な見解を的確に読み取っている。

読漢詩のリズムを意識しながら正確に音読して、内容を理解している。

読漢詩において友情が果たした役割を捉えている。

読李白と杜甫の交流について読み取っている。

読李白の詩と杜甫の詩の関連を捉え、それぞれの詩に表現された心情や情景について理解している。

読「友情」を扱った複数の漢詩を鑑賞し、それぞれの表現上の工夫を捉えている。


	主本文中の難解な語句や表現を国語辞典などを用いて調べている。

主範読を参考にして、積極的に音読している。

主押韻・対句、語句の意味などを漢和辞典を活用して調べている。

主詩中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主李白と杜甫の生涯について調べ、詩の内容への理解を深めようとしている。

主友情をテーマとした漢詩について積極的に調べている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	詩文

	雑説

（p.178～p.179）


	１


	・名文と呼ばれる文章を読み、作者のものの見方や考え方を理解する。

・唐宋八大家について学び、韓愈の文章にその特徴がどのように表れているか理解する。

・論説文としての論旨の展開と巧みな比喩（隠喩）表現を把握して内容を捉え、作者の主張を理解する。


	知漢文に特有の語や、否定形・反語形・仮定形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知指示語の指す内容と比喩（隠喩）表現の表す内容を正確に理解している。

知本文が、自由で力強い古典散文への復帰を主張した唐宋八大家による名文の一つであることを理解している。
	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読本文の論理の展開と構成を理解している。

読「伯楽」「千里馬」「奴隷人」など、比喩表現の表す内容を的確に捉え、その比喩によって表現された作者の主張を理解している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主韓愈と唐宋八大家について調べ、教材への関心を高めている。



	
	愛蓮説

（p.180～p.181）


	１


	・名文と呼ばれる文章を読み、作者のものの見方や考え方を理解する。

・論説文としての論旨の展開と巧みな比喩（隠喩）表現を把握し、主題を理解する。

・陶淵明が菊の花を描いた作品について調べ、陶淵明の思いについて考えを深める。


	知漢文に特有の語や倒置形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知比喩（隠喩）表現の表す内容を正確に理解している。

知作者や作者の活躍した宋代の社会状況について理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読「蓮」の描写によって、作者は「君子」のありかたをどのように表現しているかを理解している。

読人々の思いが「牡丹」にだけ集まる理由を理解している。

読三つの花を比喩として用いることで、作者が何を伝えたかったかを考察している。

読「菊」を扱った陶淵明の作品を調べ、陶淵明が「菊」をどのように捉えているのか、自分の考えをまとめている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主陶潜の「菊」を扱った作品について調べ、教材への関心を高めている。



	思想
単元名

	論語

（p.184～p.188）


	３


	・「論語」の一字一句に込められた意味を丁寧に読み取る。

・「学問と自省」「人生と政治」という観点から、儒家思想の概略を理解する。

・孔子のものの見方や考え方を学んで理解し、自分の考えを深める。


	知漢文に特有の語や疑問形・詠嘆形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。また、漢文に特有の構文について理解している。

知孔子が理想とした「学問」や「政治」のあり方について理解している。

知諸子百家が登場した時代背景について理解している。

知孔子と「論語」について、基本的な知識を持っている。
	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読指示語の対象や語句の対応関係に注意して、内容を的確に捉えている。

読前半の五章から、「学問と自省」に対する孔子の考え方を的確に捉えている。

読後半の六章から、「人生と政治」に対する孔子の考え方を的確に捉えている。

読各章の内容を踏まえ、孔子の理想としていた学問のあり方について考察している。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句について、漢和辞典で調べている。

主諸子百家が登場した春秋・戦国時代の歴史に関心を持ち、調べている。

主孔子の人物像や「論語」の内容・構成について関心を持ち、調べている。

主孔子の理想とする学問のあり方について、積極的に話し合いながら考えを深めている。



	
	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	思想

	孟子

（p.190～p.192）


	３


	・孔子の思想を発展させた孟子の思想について理解する。

・巧みな論旨展開や表現上の工夫を理解し、「孟子」の文章の魅力を味わう。

・孟子の考えを、現代における「五十歩百歩」の意味と照らし合わせながら理解する。


	知漢文に特有の語や、否定形・疑問形・限定形などの基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知諸子百家が登場した時代背景について理解している。

知諸子百家における孟子の位置づけについて、基本的な知識を持っている。

知「仁義」「王道政治」など、孟子の思想の特色について理解している。


	読正確かつ適度な速度で訓読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読対句表現、比喩表現、指示語の対象などに注意して、内容を的確に捉えている。

読「仁義」や「学問」に対する孟子の考えを的確に読み取っている。

読「五十歩百歩」の表現に見られる孟子の考えを理解している。

読現代における「五十歩百歩」の意味について考察している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句について、漢和辞典で調べている。

主諸子百家が登場した春秋・戦国時代の歴史に関心を持ち、調べている。

主諸子百家における孟子の位置づけや「孟子」の内容・構成について関心を持ち、調べている。



	日本の漢文

	読家書

螢

無題

（p.194～p.196）


	１


	・日本人によって書かれた漢詩を読み、日本文学と漢詩の関わりについて理解を深める。

・漢詩を音読し、それぞれの詩のリズムを味わう。

・漢詩の簡潔な表現に込められた内容や情感を理解する。

・菅原道真、菅茶山、夏目漱石についての知識をもとに、漢詩を深く鑑賞する。


	知各詩の詩形・押韻を正確に理解している。

知漢文に特有な語について、その読みと意味を理解している。

知作者の生涯についての文学史的な知識を持っている。


	読漢詩のリズムを意識しながら、正確に音読している。

読脚注を参照しながら、正確に現代語訳している。

読［読家書］「家書」に込められた家族の思いを読み取っている。

読［螢］漢詩に描かれた情景を的確に捉えている。

読［無題］漢詩の中の「花」の役割を読み取り、主題について考えを深めている。

読作者の文学的背景に対する理解をもとに、深く観賞している。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主押韻・対句、語句の意味などを漢和辞典を活用して調べている。

主詩中に登場する地名について、地図で位置を確認している。

主作者の生涯について調べ、詩の内容への理解を深めようとしている。



	
	野中兼山

（p.197～p.199）


	１


	・日本人によって書かれた漢文を読み、日本文学と漢文の関わりについて理解を深める。

・登場人物の行動や物語の展開に注意して、内容を理解する。

・野中兼山の行動について、現代の施策と照らし合わせながら考察する。


	知漢文に特有の語や、否定形・使役形・累加形など基本的な句形について、その読みと意味を理解している。

知野中兼山が江戸と土佐を行き来していた理由や儒学など、時代的背景を理解している。

知「深謀遠慮」という言葉の意味を理解している。


	読漢字の読みや訓読の決まりに注意して、正しく訓読している。

読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読野中兼山の行動の理由と土佐の人々の思いを、展開に合わせて読み取っている。

読野中兼山の行動について、現在の施策と照らし合わせて具体例を挙げながら考えをまとめている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主本文中の語句の意味を漢和辞典を用いて調べている。

主野中兼山の行動について、周りの意見に耳を傾けながら積極的に話し合っている。




《近代以降の文章編》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	近代の小説

	羅生門　芥川龍之介

（p.204～p.216）


	５


	・話の展開や主題の把握など、小説を読む基本的な方法を習得する。

・登場人物の心理や行動の意味を、表現に即して的確に読み取る。

・結末部分の改稿について考察し、表現上の効果の違いを捉える。


	知全文を正しく音読している。

知老婆に対する比喩表現など、特色ある表現の意味と効果を理解している。

知芥川龍之介の他の作品を読むなどして、作者への理解を深めている。


	読冒頭部分から作品の舞台背景を的確に捉えている。

読下人の境遇や人物像を把握している。

読下人の心理と行動の変化を的確に読み取っている。

読老婆との会話によって下人の考えがどう変化したか理解している。

読作品の主題について考察している。

読結末部分について改稿前と改稿後を読み比べ、読後の印象の違いについて、自分の考えをまとめている。
	主本文中の難解な語句や表現を国語辞典などを用いて調べている。

主芥川龍之介とその作品について知っていることを発表するなどして、教材への関心を高めている。

主下人の生き方から、人間の生き方への認識を深めようとしている。



	
	比較で深める

羅城門の上層に登りて死人を見る盗人のこと

 （p.217～p.219）


	１


	・古文を正しく音読し、語注を参考にして現代語訳ができるようにする。

・古典作品と近代以降の文章の関わりを理解し、古典作品の翻案について理解を深める。

・「羅生門」と比較しながら読み、各作品の表現的特徴と主題を的確に読み取る。
	知歴史的仮名遣いを理解したうえで、本文を正しく音読している。

知古語辞典の使い方を理解している。

知重要古語の意味を理解している

知「今昔物語集」など、日本の説話についての文学史的知識を身につけている。
	読脚注を参照しながら、本文を正確に現代語訳している。

読登場人物の行動や考え、作品に描かれている都の様子などを、的確に読み取っている。

読本文と「羅生門」とを読み比べ、その設定や表現の相違点から各作品の主題を理解し、芥川龍之介の創作性について的確に捉えている。
	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主重要古語の意味を、古語辞典を用いて調べている。

主日本の古典作品をもとにした翻案作品に関心を持ち、調べたり読んだりしている。



	
	蠅　横光利一

（p.220～p.230）


	４


	・小説の読み方を習得する。

・物語の展開に即して登場人物の心理や行動を的確に読み取る。

・作品における「蠅」の役割など、作品構成の特徴を的確に捉える。

・作品の結末　が示している意味について考えを深める。


	知全文を正しく音読している。

知表現の特徴や効果について理解している。

知横光利一の他の作品を読むなどして、作者と作品への理解を深めている。


	読登場人物の境遇や心理状況を的確に把握している。

読作品の語りの特徴を捉え、その意味や効果について理解している。

読聴覚・視覚に働きかける部分に注目し、その表現上の効果を理解している。

読馬車が崖から転落していくという結末の示す意味について、自分の考えを述べている。
	主本文中の難解な語句や表現を国語辞典などを用いて調べている。

主横光利一とその作品について知っていることを発表し、教材への関心を高めている。

主作品の内容について積極的に話し合い、異なる意見を取り入れながら考えを深めている。



	
	猿が島　太宰治

（p.231～p.239）


	４


	・小説の読み方を習得する。

・物語の展開や登場人物の心の動きにを的確に読み取り、まとまった分量の小説を読み味わう。

・語りの特色や象徴的な表現の効果を捉える。

・作品の主題について考えを深める。


	知全文を正しく音読している。

知作品における語りの特徴など、表現の意味や効果について理解している。

知太宰治の他の作品を読むなどして、作者への理解を深めている。


	読時間の経過から全体をいくつかの場面に分け、内容を理解している。

読物語の展開に即して、登場人物の心情を的確に把握している。

読霧などの風景描写と心情の関連性について理解している。

読作品に込められた寓意やテーマについて考察している。


	主本文中の難解な語句や表現を国語辞典などを用いて調べている。

主太宰治とその作品について知っていることを発表し、教材への関心を高めている。

主文体の特色や象徴的な表現の効果について考え、作品の鑑賞に生かそうとしている。



	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	近代の文体

	文体の変遷

（p.240～p.244）


	２


	・明治期の小説の文体をもとに、書き言葉の変遷を捉える。

・一人称の表現や一文の長短、文末のバリエーションなど、文体の変遷の中に表れる表現上の特徴を捉える。

・明治期の代表的な作家について文学史的知識を身につける。

・西洋の新しい概念を取り入れる際に役割を果たした漢語の性質について理解する。


	知明治期における言文一致運動の概要を理解している。

知文語体と口語体、言文一致体などの言葉の指す内容を理解している。

知漢語を用いた翻訳語の種類について理解している。

知坪内逍遙や二葉亭四迷など、言文一致運動において役割を果たした作家について、文学史的知識を身につけている。
	読歴史的仮名遣いに注意しながら、各作品を正しく音読している。

読脚注を参照しながら、本文の内容を理解している。

読各作品に見られる伝統的な表現や新しい表現を的確に捉えている。


	主範読を参考にして、積極的に音読している。

主文体の変遷と、それぞれの表現から受け取るニュアンスの違いについて、自分の考えを積極的に述べることができる。

主各作品の内容に関心を持ち、積極的に調べたり読んだりしている。



	伝統と文化

	場所の記憶を残す恋歌　港千尋

（p.245～p.251）


	３


	・話題の展開を把握し、筆者の主要な見解をつかむ。

・和歌における歌枕の役割を理解し、歌枕を効果的に用いた和歌を詠む。


	知全文を正しく音読している。

知小倉百人一首や清原元輔、歌枕についての文学史的な知識を身につけている。

知日本の文化的継承において和歌が果たした役割について理解している。


	読本文の論理の展開と構成に注意しながら、筆者の主要な見解を的確に読み取っている。

読登場する和歌の内容を踏まえ、本文における和歌の役割を理解している。

書歌枕を効果的に用いた和歌を詠み、その意図を自ら解説文にまとめている。


	主本文中の難解な語句や表現を、国語辞典・古語辞典などを用いて調べている。

主各地の歌枕についてに関心を持ち、積極的に調べている。

主歌人の略歴や作風・代表歌などについて、調べたり発表したりしている。

	近代の短歌・俳句

	近代の短歌　八首

（p.252～p.253）


	５


	・短歌の基本的な読み方を習得する。

・繰り返し音読して短歌に親しみ、リズムや叙情を味わう。

・短詩型文学固有の表現の特質を理解する。

・作品に詠まれている自然や人生、生活を味わい、自然や人間を見る目を養い、感性や想像力を豊かにする。

・表現技法や書写の能力を生かして、効果的に短歌を書き表す。


	知各歌を正しく音読している。

知短歌のリズムとその効果について理解している。

知短歌の表現技巧を理解している。

知近代の短歌史や各歌の作者について、基本的な知識を持っている。


	読各作者の文学に対する考え方、主張、個性を、作品の言葉を通して理解している。

読句切れ、句跨り、分かち書きなど、短歌の表現技巧の効果を理解している。

読表現に即して、各歌に詠まれた情景や心情を的確に捉えている。

書短歌における多様な表現技法を理解し、その効果を生かした短歌を作ることができる。また、それを効果的に短冊に書き表すことができる。


	主本文中の難解な語句や表現を、国語辞典などを用いて調べている。

主繰り返し音読し、作品のリズムやイメージを味わっている。

主近代の短歌史や各歌の作者に関心を持ち、調べている。

主各歌から受けた印象を自分の言葉でまとめている。

主短歌会を企画し、周囲の表現に学びながら積極的に短歌を詠むことができる。

	
	近代の俳句　八句

（p.254～p.257）


	４


	・俳句の基本的な読み方を習得する。

・繰り返し音読して俳句に親しみ、リズムや叙情を味わう。

・短詩型文学固有の表現の特質を理解する。

・作品に詠まれている自然や人生、生活を味わい、自然や人間を見る目を養い、感性や想像力を豊かにする。
	知各句を正しく音読している。

知俳句のリズムとその効果について理解している。

知俳句の表現技巧を理解している。

知近代の俳句史や各句の作者について、基本的な知識を持っている。


	読各作者の文学に対する考え方、主張、個性を、作品の言葉を通して理解している。

読季語、切れ字、取り合わせ、擬人法など、俳句の表現技巧の効果を理解している。

読表現に即して、各句に詠まれた情景や心情を的確に捉えている。


	主本文中の難解な語句や表現を、国語辞典などを用いて調べている。

主繰り返し音読し、作品のリズムやイメージを味わっている。

主各句の季語について、「歳時記」で調べている。

主近代の俳句史や各句の作者に関心を持ち、調べている。
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